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お
問
合
せ
は
直
通
電
話
で

　

役
場
へ
の
電
話
（
☎
と
記
載
）
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
も
ケ
ー
ブ

ル
電
話
も
同
じ
番
号
で
担
当
の
課
に
直
通
で
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
の
み
は
、
℡
と
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ケ 

ー
ブ
ル
電
話

南
条
・
今
庄
地
区
↓
河
野
地
区
、

河
野
地
区
↓
南
条
・
今
庄
地
区

へ
か
け
る
と
き
は
１
６
６
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

◎
ニ
ュ
ー
今
庄
ハ
イ
ツ
１
号
棟

　

住
所　

南
越
前
町
今
庄
13

－

11

－

１

　

・
１
０
２
号
室
・
２
０
１
号
室
・
３
０
１
号
室

（
各
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

家
賃　

１
８
、０
０
０
〜
５
２
、４
０
０
円

（
収
入
に
よ
っ
て
決
定
）

　

・
１
０
３
号
室
・
２
０
４
号
室（
各
３
Ｄ
Ｋ
）

　

家
賃　
３
０
、０
０
０
円（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

入
居
者
資
格

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。

・
税
金
・
公
共
料
金
等
の
滞
納
が
無
い
方
。

募
集
期
間　

6
月
11
日（
月
）ま
で

※ 

募
集
室
数
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場

合
、
審
査
の
上
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

今
庄
・
地
域
振
興
室　

☎
45
・
８
０
０
２ 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅

　

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談

員
の
巡
回
就
業
相
談
を
行
い
ま
す
。

★ 
相
談
内
容　

就
業
に
向
け
た
相
談
、
就
業
能
力

の
適
性
、
技
能
訓
練
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
（
相
談
は
無
料
で
す
・
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
）

日　

時　

６
月
14
日（
木
）
午
前
10
時
〜
12
時

場　

所　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

武
生
福
祉
保
健
部

　
　
　
　

℡
０
７
７
８

－

22

－

４
１
３
５

※ 

今
年
は
、
福
井
の
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
毎

月
１
回
日
曜
日
に
予
約
相
談
日
を
設
け
ま
し

た
。
ご
希
望
の
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
℡

０
７
７
６

－

21

－

０
７
３
３

※ 

常
時
、
母
子
自
立
支
援
員
が
ひ
と
り
親
や
寡
婦

の
方
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

母
子
家
庭
等
就
業
支
援

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
業
を
支
援
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
る
方
は
、
市

販
の
履
歴
書(

写
真
添
付)

と
資
格
を
証
明
す
る
書
類
を
総
務
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用
方
法
は
面
接
と
な
り
ま
す
。

【
看
護
師
】

募
集
人
員　

１
名　
　

勤
務
先　

今
庄
老
人
保
健
施
設

業
務
内
容　

今
庄
老
人
保
健
施
設
入
所
者
看
護

応
募
資
格　

看
護
師
・
准
看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
概
ね
55
歳
ま
で
の
人

賃　
　

金　

町
規
則
に
よ
る
（
賞
与
他
各
手
当
あ
り
）

　
　
　
　
　

正
看
護
師 

十
七
万
円
・
准
看
護
師 

十
五
万
円（
月
給
）

勤
務
時
間　

勤
務
表
に
よ
る
（
遅
出
・
夜
勤
あ
り
）

応
募
期
間　

５
月
28
日（
月
）〜
6
月
15
日（
金
）

採
用
予
定　

７
月
１
日　

■
問
合
せ　

今
庄
・
福
祉
推
進
室　

☎
45
・
８
０
０
１

【
調
理
員
】

募
集
人
員　

２
名　
　

勤
務
先　

今
庄
給
食
セ
ン
タ
ー

応
募
資
格　

調
理
師
免
許
を
有
す
る
、
概
ね
55
歳
ま
で
の
人

業
務
内
容　

学
校
給
食
の
調
理
業
務

勤
務
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
８
時
05
分
〜
17
時
05
分

採
用
予
定　

９
月
１
日

【
用
務
員
】

募
集
人
員　

１
名　
　

勤
務
先　

湯
尾
小
学
校

応
募
資
格　

概
ね
55
歳
ま
で
の
人　
　
　

業
務
内
容　

学
校
用
務

勤
務
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
７
時
30
分
〜
16
時
30
分

採
用
予
定　

８
月
1
日

※
調
理
員
、
用
務
員
の
応
募
期
間
、
賃
金
等

応
募
期
間　

６
月
５
日（
火
）〜
６
月
20
日（
水
）

賃
金
等　

町
規
則
に
よ
る

■
問
合
せ　

教
育
委
員
会　

☎
47
・
８
０
０
５ 

南
越
前
町
嘱
託
職
員
募
集

嘱
託
職
員
募
集



146 月号

日　

時　

６
月
24
日（
日
）午
前
８
時
〜

会 　

場　

花
は
す
温
泉
そ
ま
や
ま
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
そ
ま
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

町
民
ま
た
は
町
内
に
勤
務
す

　

る
人
（
中
学
生
以
下
は
不
可
）

競
技
種
目　

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
一
般

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

試 

合
方
法　

男
女
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

　
（
抽
選
は
当
日
）

申 

込
み　

教
育
委
員
会

　
（
当
日
会
場
で
の
申
込
み
も
可
）

※ 

２
名
１
組
で
の
参
加
が
原
則
、
１
名

で
の
参
加
も
可

※ 

ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ
は
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み

　

教
育
委
員
会　

☎
47
・
８
０
０
５

日　

時　

６
月
10
日（
日
）午
前
9
時
〜

場　

所　

南
条
地
区
公
民
館

参
加
資
格　
町
民
ま
た
は
町
内
に
勤
務
す
る
方

定　

員　

30
名

競
技
方
法　

ハ
ン
デ
ィ
有
り

参
加
料　

千
円
（
弁
当
代
含
む
）

■
申
込
み　

☎
47
・
２
３
３
４

（
南
条
地
区
文
協
・
安
川
）

南
条
地
区
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

　

７
月
２
日（
月
）に
、
町
県
民
税
の
全
期
前
納
分
ま

た
は
第
１
期
分
を
指
定
口
座
よ
り
振
替
し
ま
す
。
前
日

ま
で
に
指
定
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
全
期
前
納
に
よ
る
振
替
の
方
は
指
定
口
座
の

残
高
が
不
足
し
ま
す
と
、
自
動
的
に
今
年
度
分
が
各
期

で
の
振
替
と
な
り
ま
す（
１
期
分
の
残
高
が
あ
っ
て
も
、

１
期
分
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
）
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
振
替
方
法
の
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、
６
月
26
日

（
火
）
ま
で
に
、
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

町
民
税
務
課　

℡
47

－

８
０
１
４

税　
　

金

町
県
民
税
の
口
座
振
替

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
6
月
中
に
「
児
童
手
当
現

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
け
は
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ
の
届
け
が
な
い
と
、
6
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
制
度
改
正
に
よ
る
額
改
定
届
・
新
規
認
定
届
も
順
次
受
け

付
け
て
い
き
ま
す
。

受
付
期
間　

6
月
21
日（
木
）〜
29
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
（
土
・
日
を
除
く
）

※ 

た
だ
し
、
28
日（
木
）・
29
日（
金
）
の
2
日
間
の
み
午
後
8
時
ま

で
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

役
場
町
民
税
務
課
・
各
総
合
事
務
所
生
活
企
画
室

持
ち
物

・
印
鑑 

・
次
の
ア
、
イ
の
い
ず
れ
か

　

ア　

 

受
給
者
（
主
に
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
）
の
健
康
保
険
証

（
国
民
年
金
加
入
の
方
は
不
要
で
す
。）

　

イ　

 

事
業
主
の
証
明
が
あ
る
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金
加
入

の
方
は
不
要
で
す
。）

・ 

所
得
証
明
書
（
平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
、
南
越
前
町
に
住
所
が

な
か
っ
た
方
の
み
必
要
で
す
。
前
住
所
の
役
場
等
で
受
け
取
り
、

お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

受
給
資
格
審
査

　

現
況
届
を
も
と
に
所
得
要
件
等
の
審
査
を
行
い
、
受
給
停
止
に

な
っ
た
方
は
、
後
日｢

児
童
手
当
受
給
事
由
消
滅
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

町
民
税
務
課　

☎
47
・
８
０
１
５

児
童
手
当
現
況
届

児
童
手
当
現
況
届

　

20
年
4
月
採
用
の
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受 

験
資
格　

昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
２
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
者

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

受 

験
申
込
受
付
期
間　

6
月
26
日（
火
）〜
７
月
３
日（
火
）

（
通
信
日
付
印
有
効
）

試
験
日　

1
次
試
験
…
9
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

2
次
試
験
…
第
1
次
試
験
合
格
者
に
通
知
。

試
験
種
目　

教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験

■
申
込
書
請
求（
問
い
合
わ
せ
）先

　

人
事
院
中
部
事
務
局

℡
（
０
５
２
）
９
６
１

－

６
８
３
８

※
申
込
書
等
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

税
務
職
員
募
集

平
成
19
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税
務
）試
験

第
３
回
南
越
前
町
長
杯
囲
碁
大
会



15 6 月号

　

自
動
交
付
機
が
、
次
の
と
お
り
停
止
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
丹
南
地
区
全
て
の
自
動
交
付
機
が
一
部
停
止
し
ま
す
。

税
に
関
す
る
証
明
書
の
発
行
停
止　

６
月
９
日（
土
）〜
10
日（
日
）

　

税
金
に
関
す
る
証
明
書
（
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書
・
固
定
資
産
証
明

書
）
の
自
動
交
付
機
で
の
発
行
を
終
日
停
止
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
外
国
人
登
録
原
票
記
載

事
項
証
明
書
は
、
通
常
ど
お
り
発
行
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

町
民
税
務
課　

☎
47
・
８
０
１
５

自
動
交
付
機

自
動
交
付
機
一
部
停
止
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
は
、
申
請
者･

配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
退
職
や
倒
産
あ

る
い
は
事
業
の
廃
止
な
ど
の
理
由
で
失
業
の
状

態
に
あ
る
方
が
、
免
除
の
申
請
に
あ
た
っ
て
、

該
当
年
月
日
を
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
記
入
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
で
あ
れ
ば
審
査

の
対
象
と
な
る
ご
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
特
例
免
除
）。

　

こ
の
特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
ま
た
は

前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）
の
事
実
が
あ

る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
申
請
は
、
南
越

前
町
役
場　

国
民
年
金
窓
口
へ
「
国
民
年
金
保

険
料
免
除
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト


　

申
請
さ
れ
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
（
平
成
18

年
４
月
以
降
）
に
退
職
（
失
業
）
さ
れ
て
い
る

方
で
、
免
除
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
本
年
の

７
月
中
の
申
請
で
、
前
年
度
（
今
年
の
場
合
、

平
成
18
年
７
月
か
ら
平
成
19
年
６
月
ま
で
）
の

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

○ 

失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機

関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
離
職
票
等
）

○ 

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
納
付
書
等
）

○
印　

鑑

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

　

追
納
制
度
と
は
、
保
険
料
の
免
除
（
一
部
免

除
）・
猶
予
を
受
け
た
期
間
ま
た
は
学
生
納
付

特
例
に
該
当
し
た
期
間
の
保
険
料
を
、
あ
と
か

ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
保
険

料
を
追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
多
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

追
納
す
る
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
条
件
が
あ

り
ま
す
。

①
追
納
で
き
る
期
間
は
、
10
年
以
内
で
す
。

② 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
追
納

で
き
ま
せ
ん
。

③ 

追
納
す
る
と
き
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免

除
期
間
か
ら
順
に
納
付
し
ま
す
。

　

 （
学
生
納
付
特
例
期
間
ま
た
は
納
付
猶
予
期

間
よ
り
も
前
の
保
険
料
免
除
期
間
が
あ
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を
本
人
が
選
択

で
き
ま
す
。）

④ 

平
成
17
年
３
月
以
前
の
免
除
さ
れ
た
期
間
を

追
納
す
る
場
合
は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

町
民
税
務
課　

☎
47
・
８
０
１
５

国
民
年
金

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月
12
日（
火
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

今
庄
福
祉
セ
ン
タ
ー　

相
談
員　

朝
日
宏
明
弁
護
士

■
申
込
み
・
問
合
せ　

町
社
会
福
祉
協
議
会
今
庄
支
所　

☎
45
・
１
１
７
５

相　
　

談

無
料
法
律
相
談　

全
国
の
卸
売
業
、
小
売
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業

所
を
対
象
に
「
平
成
19
年
商
業
統
計
調
査
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
伺
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

企
画
財
政
課　

☎
47
・
８
０
１
３

平成19年
商業統計調査

6月 1日



消
防
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

住宅用火災警報器購入に伴う
助成制度が終了しました！
　昨年、住宅に設置が義務付けられた火災警報器
購入に伴う助成制度が、平成 19 年３月 31 日を
もって終了しました。
　この制度は、早期に火災警報器を購入された方
に助成を行ったもので、南越前町では期間中に
954 件の申請があり、総世帯に対する割合は約
26％でした。町の総世帯の約 1/4 の世帯で火災
警報器が設置されたことになります。
　住宅用火災警報器は、昨年の６月１日から設置
が義務付けされました。既存の住宅では猶予期間
が設けられ、平成 23年６月１日までに設置が必
要です。今後も設置にご協力ください。

火災を早期に発見し
死傷者を低減しましょう
住宅火災による死者数は建物火災による
死者数の約９割に及びます。

平成18年の建物火災の死者の発生状況

住宅火災による死者の約 6.5 割が逃げ遅れによる
ものです。

平成18年住宅火災の経過別死者の発生状況
（放火は除く）

全国統一防火標語
「火は見てる　あなたが離れる　その時を」

普通救命講習会の受講者募集
　南越消防組合では、自動体外式除細動器（AED）を取り入れた普通救命講習会を開催します。
　応急手当の知識と技術は貴重な命を救う上で、とても役に立ちます。この機会に、ぜひ受講して下さい。

第
３
回
南
越
前
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会
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催

会　
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位　
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会
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催

会　
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勝

準
優
勝

ス
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会
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会
の
結
の
結
果果
（
敬
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略
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南
条
Ｓ
Ａ
・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
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今
年
度
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
搭
載
補
助
（
１
台
搭
載
に
つ
き
３
，

０
０
０
円
（
税
込
））
を
先
着
50
台
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
助
成
金
（
平
日
１
０
０
円
／
回
。
土
・
日
・
祝
日
２
０
０

円
／
回
）
の
請
求
締
切
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

◎ 

利
用
月
の
３
カ
月
後
の
末
日
締
切
り
。
た
だ
し
、
平
成
20
年
２

月
１
日
〜
３
月
31
日
分
は
、
平
成
20
年
５
月
９
日
。

例　

平
成
19
年
４
月
１
日
〜
４
月
30
日
利
用
分

　
　
《
平
成
19
年
７
月
末
日
締
切
》

　
　

平
成
19
年
５
月
１
日
〜
５
月
30
日
利
用
分

　
　
《
平
成
19
年
８
月
末
日
締
切
》

　
　

平
成
20
年
２
月
１
日
〜
３
月
31
日
利
用
分

　
　
《
平
成
20
年
５
月
９
日
締
切
》

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
搭
載
補
助

実施日時 講習会場

６月17日（日）9：00～12：00 東消防署

７月22日（日）9：00～12：00 河野分署

８月19日（日）9：00～12：00 南消防署

各会場の定員は、約 20名です。事前に申し込みをして下さい。
※ 上記以外の日を希望される場合はお問い合わせください。
■申込・問合せ　南越消防組合南消防署　℡ 45－ 0119

救える命があります　つながる命があります
「広めよう　応急手当　命の輪」

利
用
助
成
金

■問合せ
　建設整備課　☎ 47・8003

IT講座（Word2000 初級講座）
　教育委員会では、５月から 11月まで、IT 講習
を開催しています。６月は次のとおり、同じ内容
の講座を、平日夜間と土曜講座で行います。受
講希望の方は６月１日（金）午前８時 30 分から、
電話でお申し込みください。
※申し込みはどちらか１講座を選んでください。

【６月の開催日程と内容】
第２講座（平日夜間講座）
開講日　６月 11日（月）、13日（水）、
　　　　15日（金）、18日（月）、20日（水）
開講時間　午後７時～午後９時（２時間×５日間）
第３講座（土曜講座）
開講日　６月 23日（土）、30日（土）
開講時間　  午前 10時～午後４時（午後０時～
　　　　　午後１時まで休憩）（５時間×２日間）
場　所　南条地区公民館　パソコン室
内　容　 パソコンの基本操作、チラシの作成、

編集、書体・書式の設定など
受講料　1,000 円（テキスト代として）

■申込み・問い合わせ　
　教育委員会　☎ 47・8005

どなたでも受講できます 講　
　

座

たのしい園芸講座
日　時　６月６日（水）午後１時 30分～午後３時
内　容　「梅雨に備えた管理と整枝法」
日　時　６月20日（水）午後１時 30分～午後３時
内　容　「果菜類の生育診断と対策」
講　師　そ菜園芸専門員　山口　　務氏
場　所　南条文化会館

■生涯学習講座、たのしい園芸講座のお問い合わせ
　教育委員会　☎ 47・8005

生涯学習講座
６月は今庄地区で２回開講します。
日　時　６月７日（木）午後７時 30分～午後９時
場　所　今庄保健センター
講　師　フリージャーナリスト　坪川　常春氏
内　容　政治と経済のこれから
日　時　６月14日（木）午後７時 30分～午後９時
場　所　今庄保健センター
講　師　京都大学大学院　臨床心理士　矢納あかね氏
内　容　こころの健康
☆南条・河野の方は、希望者のみ送迎をします。

生涯学習講座年間日程表 ■問い合わせ　教育委員会　☎ 47・8005

日　時 場　所 分　野 講　師 内容・テーマ

6月 7日（木）今庄保健センター 時　事 フリージャーナリスト
　坪川　常春 氏 政治と経済のこれから

6月14日（木）今庄保健センター 健　康
京都大学大学院
博士課程臨床心理士 
　矢納あかね 氏

心の健康

7月 5日（木）河野地区公民館 まちづくり みやま木ごごろ一座
　林　　幸男 座長

劇団
ババァーズとまちづくり

9月13日（木）河野地区公民館 時　事 気象予報士
　村田　光弘 氏 春夏秋冬　お天気生活

10月18日（木）南条文化会館 健　康 福井県立大学
　加藤　卓次 教授

大学開放講座
　これからの健康
　～生き生き人生のために～

10月25日（木）南条文化会館 まちづくり（財）福井県国際交流協会　栗田　幸雄 会長 未　定

11月15日（木）河野地区公民館 歴　史 福井工業大学
　吉江　勝郎 准教授 右近家について

11月29日（木）今庄保健センター 歴　史 夜叉ゲンゴロウを育てる会
　奥野　　宏 代表 夜叉ヶ池の自然

※開講時間　－午後７時 30分から午後９時ー




